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　市は、「200万人広島都市圏構想」の
実現に向け、近隣23市町と連携・交流
を進めています。

はっしー漫遊記広島広域
都市圏 83

わがまちの推しグルメ（大崎上島町・レモン）
広島広域都市圏サイト 検索

　災害時に自力で避難することが難しい人が、地域の支援を受けて避
難できるよう、日頃から、避難支援に必要な情報を自主防災組織など
へ提供しています。ご自身に関する情報の提供について、意向を確認
する調査にご協力ください。
問危機管理課（T504-2653、F504-2802）、健康福祉・地域共生社会課

（T504-2144、F504-2169）

高齢者や障害者など避難支援が必要な人

意向調査にご協力ください

災
害時に自分一人で避難する
ことが難しいと思われる人
を対象に、避難支援を行う

自主防災組織や町内会などの関係
団体へ、必要な情報を提供すること
についての意向調査を行います。
　情報の提供に同意された場合は、
関係団体に情報を提供し、災害時の
避難支援や安否確認などに使用し
ます。
　なお、災害時の避難支援は、地域
の助け合い（共助）により行われる
ものです。日頃から地域での取り組
みに参加するなど、コミュニケー
ションを図りましょう。

　対象の人に「意向調査票」を郵送
します。

【発送日】7月下旬
【返送期限】8月31日㈪　※同意し
ない場合も返送してください

【対象】今年4月1日時点で次のい
ずれかの要件に該当する人
●要介護3以上の人　●身体障害
者手帳1・2級、肢体不自由3級の
交付を受けている人　●療育手帳
ⒶまたはAの交付を受けている人

　緊急事態宣言が解除され、およそ２カ
月。新型コロナウイルス感染症の世界的
な流行により、私たちの生活は大きく変
わりました。
　毎日当たり前に過ごしていた生活が
失われ、また、スポーツや文化芸術、飲食
や旅行、趣味に打ち込むなどの活力のも
とを断たれ、多くの方がつらい思いをな
さっていることと思います。
　また、医療関係者の皆さまには新型コ
ロナウイルスとの戦いの最前線で、市民
の命と安全を支えてくださり、改めまし
て、感謝を申し上げます。
　そして感染症が一時的に収束した今、
「新たな生活様式」での暮らしが求めら
れる中で、皆さんも手探り状態で一歩ず
つ前に進んでおられることと思います。
　国難として国から多くの支援策が講じ
られている中、本市でも「新型コロナウイ
ルス感染症緊急対策」として、国・県・市の
役割分担のもと、これまでにさまざまな
施策を打ち出し、感染拡大防止や経済活
動・日常生活に影響を受けている方々を
支援する取り組みを行っております。
　とはいえ、今後の先行きが不透明な中
で、今後も状況に応じて、さらなる対策
を講じていかなければならないと認識
しています。
　また、これまで取り組んできた持続可
能なまちづくりは、今回のような感染症
への対策も含んでおりましたが、第二
波、第三波を見越してより一層きめ細か
な体制の整備に努めていかなければな
らないと思っています。
　このような中で、来月には、被爆75年

●精神障害者保健福祉手帳1級の
交付を受けている人　●居宅介護、
短期入所、補装具費の支給を受けて
いるか、日常生活用具の給付サービ
スを受けている難病患者
●上記以外で、これまでの災害時要
援護者名簿に登録されている人
　なお、昨年度の意向調査対象者な
どは調査の対象外です

　調査についてご不明な点は、市避
難支援・対策調査コールセンター
（通話料無料）へお問い合わせくだ
さい。コールセンターの電話番号な
どは、郵送書類に記載しています。

の節目を迎える平和
記念式典を開催しま
す。
　例年、国内外から多
くの方々にお越しい
ただき、原爆死没者の
霊を慰めるとともに、
世界恒久平和の実現
に向け、被爆地ヒロシ
マの思いを共有して
いただいております
が、今回、多くの方を
お招きするのは難し
い状況となりました。
　式典はソーシャルディスタンスを確
保するため、2㍍間隔の限られた席数と
なりますが、できるだけ被爆者や遺族の
方に参列していただけるようにしたいと
考えています。
　また、多くの方が会場および会場周辺
へお越しになることで密集状態を生ん
でしまうことから、安全面を考慮し、一般
の方については公園への入場規制をす
る方向で検討しています。誠に申し訳な
いのですが、今年はご自宅のテレビなど
を通じて式典をご覧いただき、平和への
思いを共有していただきますようお願
い申し上げます。
　今年の式典は、参列できない方も含
め、できるだけ多くの方に改めて被爆者
の思いと核兵器はいらないというヒロ
シマの思いを共有してもらえるものに
したいと思います。
　広島市民はあの被爆の惨状から立ち
上がることができたのです。この苦境も
市民の皆さんと力を合わせて乗り越え、
また新しい広島のまちを創っていくこと
ができると信じています。

変わらぬ思いを
新しい形で

　大崎上島は昔から柑橘類の栽培が
盛んで、近年は特にレモンの栽培に力
を入れています。そこで今回推すのは、
レモンを使ったスイーツやジャム、ド
レッシングです。どれも香り高く、口に
入れるとほどよい酸
味が広がり、レモン

の爽やかさを堪能できる一品です。その中でも、俳優の
斎藤工

たくみ

さんも立ち寄ったことがある「一
いっしょうどう

正堂」のレモン
ケーキは昔から地元の人に愛され続けています。ぜひ、
一度食べてみてください！

大崎上島町観光協会
田中真樹さん

四季号・夏の発行はありません
　本紙は毎月の1日号、15日号に加え、「四季号」を年4回（7・10・12・3月の各
20日）発行していますが、「新型コロナウイルス感染症に係る生活・事業支援
臨時号」（5月22日）を発行したため、今年の四季号・夏の発行はありません。
問広報課（T504-2117、F504-2067）

　被害区分に該当する人・世帯で、今までに義援金の申請をしていない場
合は、申請が必要です。
● 対象となる人・世帯、配分金額� 単位：万円

被害区分 配分金額
（A）

第1次
（B）

第2次
（C）

第3次
（D）

第4次
（E）

第5次配分額
（F＝A-B-C-D-E）

人
的
被
害

亡くなられた人
行方不明の人 260

5

175 50 20 10

重傷者（災害により
受傷し、1カ月以上
の治療を要した人）

130 85 25 10 5

住
家
被
害

全壊 260 175 50 20 10
半壊（大規模半壊を
含む） 130 85 25 10 5
一部損壊（破損） 52 31 10 4 2
床上浸水 26 13 5 2 1

平成30年7月豪雨災害の義援金第5次配分を行います

※配分金額から第1次～第4次配分額
を差し引いた額が第5次配分額です
※人的被害と住家被害の両方を受けた
場合はそれぞれ受け取ることができま
す
● 配分方法
①第１次～第４次配分を受けている人
　7月10日㈮から第4次配分時の振込
口座に順次振り込みを行っています。
振り込みの通知は行いませんので、通

帳記入により確認してください。
②申請が済んでいない人
　市HPを参考に申請手続きを。申請受
付から、おおむね1カ月後に指定され
た銀行などの口座に振り込みます。

問政策企画課（T504-2014、F504-
2029）

　災害時には、まず小学校など
の避難所へ避難していただきま
すが、避難が長期化するときは、
必要に応じて、市が福祉避難所
を開設します。
　福祉避難所は、高齢者や障害
者などのために、車椅子使用者
などに対応したトイレやスロー
プなどの設備が整い、相談員を
配置するなど、福祉的な配慮を
した避難所です。

意向調査を行います

8月31日までにご返送を
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市長コラム
忙中有閑
／第29回

福祉避難所について

169947市HP■ページ番号でさがす


